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大
任
務
を
果
た
す
の

だ
と
い

う
決
意
が

示
さ

れ
て

い

る
。

す
な
わ
ち

、

弥

陀
の

他

力
回
向
を

根
拠
と
し
て

、

衆
生

自
ら

が

自
利

利
他
円

満
の

仏
道
を

主

体
的
に

歩
む
形
に

な
っ

て

い

る
。

　
こ

う
し
て、

浄
土
真

宗
は
、

わ
れ
わ
れ

普
通
の

人

間
自
身
の

実
践
に

よ

っ

て
、

「

念

佛
に

意
義
の

あ
ら
ん

限

り
心
零
上
よ

り
進
で

社

会
制
度
を

根

本
的
に
｝

変
す
る

」

も
の

、

す
な
わ
ち

、

宗
教
で

あ
る

と
同

時
に

社
会
主

義
で

も
あ
る
も
の

と
な
っ

て

現
代
に

よ
み
が
え
っ

た
の

で

あ
る

。

斎
藤
茂
吉
と
浅
草
寺

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

小
泉

　
博
明

　
夙
慧
で

あ
っ

た

斎
藤

茂
吉
は

、

一

八
九
六
（
明
治
二

九）

八
月
に

上
山

尋
常
高
等
小
学
校
を
卒

業
す
る

と
郷
里
の

山
形

県
上

山
金
瓶
村
を
離
れ、

浅
草
三

筋
町
に
あ
る
養
父
紀
→

の

経
営
す
る
浅
草
病
院
へ

寄
寓
し
た

。

上

京
す
る

前
の

茂
吉
の

宗
教
的
な
原
風
景
を
考
察
す
る

に、

ま
ず
実
父
守
谷

熊
次
郎
（

後
に
伝
右
衛
門）

が
熊
野
三
山
や
蔵
王

山
に

対
す
る
信
仰
心
が

篤
く、

念
仏
信
者
で

も
あ
っ

た

こ

と
、

神
仏
習
合
的
な
色
彩
の

強
い

山
岳

信
仰
を

も
つ

山
形
県
の

風
土
に

育
っ

た
こ

と
、

さ

ら

に

金
瓶
村
宝
泉
寺
の

佐
原
窿
應
和
尚
の

薫
染
に

よ

り
浄
⊥

教
的
な
信
仰
心
が

醸
成
さ
れ

た
こ

と

で

あ
る
。

こ

の

よ

う
に

熱
心
な
念
仏
者
で

あ
る

父

と
、

山
岳
信
仰
の

宗
教

性
を
持
つ

山

形
県
の

風
土
と
、

菩
提
寺
の

佐
原
窿
應
の

薫
染
が

三

位
一

体

と

な
り、

茂
吉
の

血

と
な

り
肉
と

な
り、

茂
吉
に

は

仏
教
的
な
も
の

が

体

内
に

血

脈
相
承
し
た

と

言
え
る

。

そ
し
て
、

こ

の

宗
教
的
な

原
風
景
が

、

浅
草
寺
へ

の

信
仰
へ

と

継
承
さ

れ

る

の

で

あ
る

。

　
茂
吉
は

養
父

紀
一

の

浅
草
病
院
へ

寄
寓
す
る

が
、

す
ぐ
に

正

式
の

養
子

と

な
っ

た

わ

け
で

は

な
い

。

茂
吉
は

医
者
と
な
る

こ

と
が

、

そ

し
て

「

感

謝
せ

ら
れ

ざ
る

医
者
」

と

言
わ
れ

た

精
神
病
医
に

な
る

こ

と

が
宿
縁
で

あ

っ

た
。

茂
吉
自
ら

は
、

精
神
病
医
を

「

狂
人
守
」

と

呼
び
歌
に

詠
ん

だ
。

茂
吉
は

第

工
咼

等
学
校
を

卒
業
し

、

東
京
帝
国
大
学
医

科
大
学
へ

の

入
学

が

決
ま

り
、

一

九
〇

五

（
明
治
三
入）

年
七

月
に
、

漸
く
紀
一

の

次
女
て

る

子
の

婿
養
子
と

な
り

、

自
ら
の

居

場
所
が

確
保
で

き
た
の

で

あ
っ

た
。

そ
の

間
の

茂
吉
の

境
涯
を

慮
る

に

粒

粒
辛
苦
の

日

々

を

積
み
重
ね

た

の

で

あ
っ

た
。

　

上
京

後
、

茂
吉
は

東
京

府
開
成
尋
常
中

学
校
へ

編
入
学
し
た

。

茂
吉
が

は

じ
め
て

浅

草
寺
へ

詣
で

た
月
日
は

判
明
し

な
い

が
、

お
そ
ら
く
徒
歩
圏

内
で

あ
る

浅

草
寺
へ

す
ぐ
に

詣
で

た

と

考
え
る

の

が

自
然
で

あ
ろ

う
。

浅

草
寺
に

関
す
る

歌
の

初
出
は、

開
成
中

学
校
三

年
生
で

あ
っ

た

茂
吉
が

、

一

八
九
九
（
明
治
三

二
）

年
一

月
七

日
に

詣
で

た

時
の

歌
で

あ
り

、

台
湾

へ

出
征
中
で

あ
っ

た
次
兄

守
谷
富
太
郎
宛
書
簡
に

六

首
記
さ

れ

て

い

る
。

金

瓶
村
か
ら
上

京
し
た
茂
吉
に

と

っ

て
、

浅
草
は
ど
ん

な
に

刺
戟
的
で

魅

力
的
な
街
で

あ
っ

た

ろ

う
か

。

素
直
に

新

年
を
言
祝
い

だ
歌
で

、

と

く
に

秀
歌
で

も
な
い

が、

隅
田
川
が

あ
り

、

当
時
は
田

圃
も

残
っ

て

い

て
、

と

び

（

と
ん

び
）

が
生

息
し
て
、

凌
雲

閣
の

上

空
を
と
び
が

舞
っ

て
い

る
と

い

う
情
景
で

あ
る

。

浅
草
と

い

う
磁

場
に

老
若
男
女
が

引
き
寄
せ

ら

れ
る

の

は
、

金
龍
山
浅
草
寺
と
い

う
観
音
霊

場
と
い

う
信
仰
の

場
だ

け
で

は

な

く、

六

区
を

中
心
に

劇
場
や
後
に

は
映

画
館
が
林
立
す
る

歓
楽
街、

さ
ら

に

は

裏
に
は

玉
の

井、

吉
原
と
い

う
遊
里

（

悪
所）

を
控
え
た

場
で

あ
っ

た
か

ら

で

あ
る

。

同
年
五

月
に

は
、

浅

草
三

筋
町
か
ら

神
田
区
和
泉
町
の

東
都
病
院
へ

、

そ
し

て
一

九
〇
三

（
明

治
三

六
V

年
八
月
に

は

紀
一

が

創

設
し

た

赤
坂
区
青
山
南
町
に

偉

容
を
誇
る

青
山
脳
病
院
に

居
を

移
し

た
。

茂
吉
は

「

折
に

触
れ
」

て、

浅
草
を
題

材
と

し
た

歌
を
詠
み

、

巣
鴨

病
院
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時
代
の

第
一

歌
集
『

赤
光
』

で

は

「

お

ひ

ろ
」

と
の

離
別

後
、

途
方
に

暮

れ
、

い

つ

の

ま
に

か

浅
草
の

丹
塗

り
の

堂
へ

と

足
を
運
ん
だ

と

詠
ん

で

い

る
。

そ

の

後
、

長
崎
医

学
専
門
学
校
時
代
で

も
、

欧
州
留
学
時
に

も
、

浅

草
の

歌
を

詠
ん

で

い

る
。

欧
州
留

学
時
に

肌

身
離
さ
ず
持
参
し
た
観
世

音

の

御
守
護
は

、

浅
草
寺
の

で

あ
る
と

思
わ
れ
る

。

そ
の

後、

欧
州
帰
国
の

途
次
に

青
山
脳
病
院
焼
失
の
一

報
が
入

り、

青
山
脳
病
院
の

再
建
と
、

青

山
脳
病
院
院
長
へ

の

就
任
と

い

う、

茂
吉
の

人
生
に

と
っ

て

筆
舌
に

尽
く

し

難
い

艱

難
辛
苦
の

時
期
を

迎
え
る

。

精
神
病
医
と

し
て

、

病

者
の

逃

走
、

自
殺

、

暴
力
に

悩
ま
さ

れ
、

そ

の

重
責
が

茂
吉
の

双
肩
に

か
か
っ

た

の

で

あ
る

。

日

記
に

は

神
々

へ

の

崇
拝
だ

け
で

は

な
く、

観
音
力
に

も

崇

拝
し
自
ら
の

護
持
を
願

う
汎

神
論
的
な
世

界
観
が

う
か
が
え
る

。

茂
吉
に

は

宿
命
に
忍
従
し
よ

う
と

す
る

不
安
な
が
ら
逞
し

い

勇
気
と
、

救
済
を

信

ず
る

寂
し
く
敬
虔
な
気
持
ち
と

が
交
錯
す
る

の

で

あ
る

。

　
】

九
五

二

（

昭
和
二

七
∀

年
三

月
に、

茂
吉
が
浅
草
寺
に

参
詣
し
た

写

真
が

あ
る

。

雑
踏
の

中
、

観
音
堂
に

向
か

い
、

長
男
の

茂
太
に

後
ろ
を

抱

き

か
か

え
な
が

ら、

身
体
が

麻

痺
し
て

い

る

の

で

隻
手
で

合
掌
し

て

い

る
。

祈

り
の

刹
那
の

こ

の

写
真
は

、

茂
吉
の

純
粋
な
信
仰
の

人
の

姿
で

あ

る
。

戦
後
地
域
社
会
に

お

け
る

皇
族
崇
敬
の

検

討

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

茂
木
謙
之
介

　

本
発
表
の

目

的
は

戦
後
期
の

皇
族
崇
敬
に

つ

い

て、

特
定
の

皇
族
と

直

接
縁
故
の

あ
る

地
域
に

お

け
る

顕
彰
運
動
と

そ
の

言
説
メ

カ
ニ

ズ
ム

を

分

析
す
る
こ

と
に

在
る

。

　
近
代
日

本
の

天
皇

崇
敬
を
め

ぐ
る

先
行
論
は

そ
の

構
造
を
く
天
皇

ー
国

民
〉

の

二

極
で

理

解
し

、

そ
の

間
に

介
在
す
る

皇
族
の

位
置
づ

け
は

不
明

確
で

あ
る

。

歴
史

学
研

究
に

お
け
る

近
代
皇
族

研
究
で

は
軍

事
史
・

政

治

史
に

偏
重
し
て

お
り、

文
化
史
的
考
察
が

十
分
に

為
さ
れ
て
い

な
い

。

ま

た

こ

れ
ら
二

つ

の

研
究

潮
流
が

共
に

全
国
レ

ベ

ル

で

の

考
察
に

留
ま
っ

て

お
り、

地
域
社
会
レ

ベ

ル

で

の

検
討
の

必
要
が
あ
る

。

　

本
発
表
で

は
一

九
四

六

年
一

月
の

所
謂
天
皇
の

「

人

間
宣
言
」

以
降
の

時
代
状
況
に

お

け
る

皇

族
崇

敬
の

存
続

可
能
性
に

つ

い

て

考
察
を
試
み

た
。

対
象
と
し

て

は

現
在
も
埼
玉
県
秩
父
地
方
に

お

い

て

秩
父

宮
雍
仁
親

王

2
九
〇
ニ

ー
一

九
五

三
）

の

崇
敬
活
動
を

行
っ

て

い

る

秩
父

宮
会
に

つ

い

て

発
足
の

経

緯
と
初

期
活
動
の

分
析
を

設
定
し

た
。

分
析
に

当
た
っ

て

は

同

会
所
蔵
の

文
書
を

使
用
し
た
。

　
ま
ず
秩
父
宮
会
の

成
立
過
程
に

つ

い

て

考
察
を
行
っ

た
。

同
会
は
一

九

五

三

年
一

月
の

秩
父

宮
の

葬
儀
に

参
加
し
た
秩
父
市
長
・

市

議
会
議
長
・

町
村
会
長
ら

所
謂
地
元
の

有
力

者
を
中
心
と

し
た

発
起
人
ら
が

、

秩
父

宮

の

分
霊

を
地

元
の

秩
父

神
社
へ

合
祀
す
る
こ

と

を
目
指
し
て

会
の

原
型
を

つ

く
り、

そ

こ

に

地
域
の

自
治
体
関
係
者
・

経
済
団
体
・

文
化
団
体
・

企

業
を

糾
合
し

て

い

っ

た
。

其
の

中
で

は

予
算
面
や
人

的
な
面
に

お

い

て
地

方
自
治

体
が
強

力
に

コ

ミ

ッ

ト
メ

ン

ト

し
て

お

り
、

活
動
内
容
を

具
体
化

し
て

い

く
過
程
に

於
い

て

は

秩
父
宮
に

ま
つ

わ
る

施
設
の

維
持

管
理

な
ど

と
い

っ

た
直
接
的
な
皇
族

顕
彰
を

行
お

う
と

す
る

言
説
と、

秩
父

宮
を

顕

彰
す
る
集
団
の

形
成
を
契
機
と
し

て

地
域
振

興
と

も
接

続
す
る

言
説
と
が

混
在
し
て

い

る

こ

と

が
確
認
さ
れ

た
。

ま
た、

全
国
レ

ベ

ル

の

秩
父

宮
顕

彰
の

会
と

し
て

当
時
発
足
し
て

い

た
財

団
法
人
秩
父

宮
記
念
会
と
は

連

携

を
と

り
つ

つ

も

大
同
団
結
を

目
指
し
た

記
念
会
と

の

距
離
も
確
認
さ
れ

、

そ
こ

か

ら
は

両

会
の

間
に

あ
る
目
的
の

差
異
の

可
能
性
が

指
摘
出
来
た

。
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